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公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

 

 

 平成２２年度事業報告書  

 
はじめに 

 
Ⅰ．公益社団法人の認定 

現在我が国では、平成２０年１２月１日に公益法人制度改革関連３法が施行され、公益法人制度

改革が進められているが、当協会は平成２２年３月１９日付で公益社団法人の認定を受けた。 

 当協会は昭和３７年創立以来、生涯スポーツと言われるゴルフの普及振興を事業目的に掲げ、

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実等豊かな国民生活の実現への寄与を目的として活動

してきた。今般の認定に際しては、今後も協会創立精神であるゴルフの普及振興を引継ぎ、公益

社団法人として公益目的事業を通じて、民の公益への積極的な参画により、社会的責任を果た

すべく全力を傾注したいと考えている。 

 また、公益社団法人認定を機に、協会名称を平成２２年４月１日付で「日本パブリックゴルフ場

事業協会」から、平成６年社団法人格取得前の「日本パブリックゴルフ協会」に復帰改称し新た

にスタートした。 

 

Ⅱ．事業活動の概況 
当協会は創立（昭和３７年３月）以来一貫して、生涯スポーツであるゴルフの普及振興を通じて、

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な育成等豊かな国民生活の形成に寄

与することを目的として活動してきた。 
 
１．事業活動は下記事業を中心に活動している。 

（１）ゴルフ競技会の開催、並びにゴルフの普及振興のための諸施策の推進 

（２）ゴルフに関する調査・研究、セミナー・研修会の開催 

（３）公平な統一ハンディキャップの普及振興 

（４）助成金事業 
 
２．主たる事業である競技会開催事業の平成２２年度の概況は、 

（１）３大メイン競技のスクラッチ競技、「パブリック選手権、シニア選手権、ミッドアマ選手権」の参加

者数は１７,８７６名（前年度比▲６２４名、▲3.４％）であった。 

（２）アンダーハンディ競技「ＰＧＳスポンサー杯、ＰＧＳハンディ杯、ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大

会、ＰＧＳ西日本月例杯、ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ）、ＰＧＳ東日本クラ

ブ対抗戦、ＰＧＳ東日本プロ・アマチャレンジ」は１９,０５９名（前年度比▲５１７名、▲２.６％）であ

った。 

（３）スクラッチ及びアンダーハンディ競技合計では、３６,９３５名（前年度比▲１,１４１名、▲３.０％）

の参加を得た。多数のアマチュアゴルファーの参加に深く感謝するとともに、当協会への期待と

激励の大きさと受け止め、公益社団法人認定を機に、今後ますます充実した競技会の実現に向

けて努力したいと考えている。 

 

Ⅲ．会議 
 
１．通常社員総会 

 平成２２年度通常社員総会は、平成２２年６月１４日八重洲富士屋ホテル（東京都中央区八重洲２‐
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９-１）にて開催し、下記事項が議決承認された。 

 （審議事項） 

  第１号議案 平成２１年度事業報告書及び収支計算書及び財務諸表（案）の件 

  第２号議案 役員改選（案）の件 

  第３号議案 定款一部変更（案）の件 

          公益社団法人の認定に伴い定款第４条を改正 

          １．改正後  定款第４条 （公益目的事業） 

          ２．改正前  定款第４条 （その他の事業） 

 （報告事項） 

  第１号議案 平成２２年度事業計画書及び収支予算書（案）の件 

 

２．理事会 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２２年 ６月１４日 八重洲富士屋ホテル 

第２回 平成２２年 ６月１４日 八重洲富士屋ホテル 

第３回 平成２２年 ９月 ２日 栃木グランドホテル 

第４回 平成２２年１１月１１日 メルパルク名古屋 

第５回 平成２３年 ３月１７日 メルパルク名古屋 

 
３．合同委員会 

  題記会議を下記の通り開催した。  

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２２年 ６月１４日 八重洲富士屋ホテル 

第２回 平成２２年 ６月１４日 八重洲富士屋ホテル 

第３回 平成２２年 ９月 ２日 栃木グランドホテル 

第４回 平成２２年１１月１１日 メルパルク名古屋 

第５回 平成２３年 ３月１７日 メルパルク名古屋 

 

４．予算編成正副委員長会議 

  題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２３年 ２月１５日 メルパルク名古屋 

 

５．財務委員会 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２２年 ２月２６日 ホテル銀座ラフィナート 

 

６．事業・競技・ハンディキャップ合同委員会 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２２年 ８月２６日 メルパルク名古屋 
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７．スポンサー会議 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２２年１０月１４日 コート・ベール徳島ゴルフクラブ 

 

Ⅳ．監査                   

 平成２２年５月３１日  平成２１年度決算報告書の監査実施（於：協会事務局） 

 

Ⅴ．会員数  

１．平成２３年３月３１日現在の会員数 

 （１）正会員（社員） ：８９団体 

 東日本地区 中部日本地区 西日本地区 北海道・青森地区 

３２ １１ ４１ ５ 
 

 （２）賛助会員 ：６団体 

 

 ２．平成２２年度会員入退会の状況 

  （１）入会正会員（社員） ：２団体  

 東日本地区 西日本地区 

鹿島南蓼科ゴルフコース 紫香楽国際カントリークラブ 
 
  （２）退会正会員（社員） ：３団体  

 東日本地区 西日本地区 

新潟サンライズゴルフコース 

草津高原ゴルフ場 

南山カントリークラブ 

 
  （３）賛助会員 ：入退会なし 

 

 ３．正会員（社員）及び賛助会員の推移                             単位：団体 

年度 正会員（社員） 賛助会員 

入会 退会 団体数 入会 退会 団体数 

平成１６年度 ５ ４ ８４ ０ １ ５ 

平成１７年度 ３ ３ ８４ ０ １ ４ 

平成１８年度 ４ ３ ８５ １ ０ ５ 

平成１９年度 ８ ５ ８８ ０ １ ４ 

平成２０年度 ２ ３ ８７ １ １ ４ 

平成２１年度 ４ １ ９０ ２ ０ ６ 

平成２２年度 ２ ３ ８９ ０ ０ ６ 

 

 ４．正会員（社員）の変動 

 （１）運営会社変更 

正会員名 新運営会社 旧運営会社 

入来城山ゴルフ倶楽部 ＰＧＭプロパティーズ２株式会社 ＰＧＰｱｾｯﾄﾎｰﾙﾃﾞｲﾝｸﾞｽ 1 有限会社

ﾊｰﾓﾆｰｽﾞﾋﾙｽﾞｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ ＰＧＭプロパティーズ２株式会社 イト―ピア栃木株式会社 

津軽高原ゴルフ場 株式会社津軽高原ゴルフ場 ｳィﾝﾀｰｶﾞｰﾃﾝﾘｿﾞｰﾂ株式会社 

ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ馬頭 日本緑地開発株式会社 株式会社ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ 

ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ水戸 日本緑地開発株式会社 株式会社ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ 
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 （２）正会員名称変更 

新会員名 旧会員名 

うぐいすの森ゴルフクラブ&ホテル馬頭 セントレジャーゴルフクラブ馬頭 

うぐいすの森ゴルフクラブ水戸 セントレジャーゴルフクラブ水戸 

 

 ５．正会員（社員）の勧誘活動 

 当面１００正会員を目標に新規正会員の勧誘を推進している。平成２２年度は２正会員が入会、３ 

正会員が退会し、年度末現在の正会員（社員）数は８９団体である。業界の種々の事情から一進 

一退の状況にあるが、公益社団法人認定を梃子に、長年の念願である正会員１００団体の実現を 

目指して、今後とも勧誘活動を推進したい。 

 

Ⅵ．創立５０周年記念事業 

 当協会は、本年度創立４８年目となるが２年後に５０周年と言う記念すべき節目年を迎える。平成２

１年度第４回理事会（平成２２年３月１８日開催）において、記念事業として「協会５０年史」の編纂

を決定し、｢年史制作委員会（委員長：藤下総務委員会委員長）｣を新設、平成２２年度より本格的

に着手した。 

 

Ⅶ．主たる事務所及び事務局の構成 
 
 １．主たる事務所 

   東京都中央区銀座１丁目１９番１６号 銀座昭和ビル 

 

 ２．事務局の構成(平成２３年３月３１日現在) 

   職員数 ５名 
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平成２２年度事業活動報告 
 

 

■公益目的事業１．ゴルフ競技会開催事業 

 
Ⅰ．概況 

  当協会はゴルフの普及振興のためにゴルフ競技会開催事業を行っている。競技会の参加資格は 

１. アマチュアゴルファーである、２.ハンディキャップは２０.０程度以上の方が望ましい、の２点で

ある。言わばアマチュアゴルファーであれば、誰もが日頃の研鑽の腕試しの場として出場できる

門戸の開かれた競技会である。 

   平成２２年度の競技別参加者数は下表の通り、３大メイン競技のスクラッチ競技「パブリック選手

権、シニア選手権、ミッドアマ選手権」は１７,８７６名（前年度比▲６２４名、▲3.４％）、アンダーハ

ンディ競技は１９,０５９名（同▲５１７名、▲２.６％）、合計３６,９３５名（同▲１,１４１名、▲３.０％％）

の参加を得た。 

 

Ⅱ．開催競技及び平成２２年度参加者数                                単位：名 

競 技 会 （略 称） 参加者数 

Ⅰ.スクラッチ競技 

１.第４４回 全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技（パ選） ７,８２２

２.第１０回 全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技（女子パ選） ９７９

３.第１６回 全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技（シニア） １,６９５

４.第１６回 全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技（女子ｼﾆｱ）  ３９６

５.第 ７回 全日本ミッドシニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技（ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ） １,００８

６.第 ４回 全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技（男子ミッドアマ） ５,３３９

７.第 ４回 全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技（女子ミッドアマ） ６３７

小  計 １７,８７６

Ⅱ.アンダーハンディ競技 

１.アンダーハンディ競技（予選） ：（１）PGS スポンサー杯 （２）PGS ハンディ杯 ６,７２４

２.アンダーハンディ競技（決勝） ：(1)ダンロップ杯 (2)ブリヂストン杯 (3)グランドマンスリー １,１５５

３.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会（予選） ：（１）個人戦 （２）団体戦 ５３８

４.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会（決勝） ：個人戦 ９９

５.ＰＧＳ西日本月例杯 ９,６１５

６.ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ） ５０８

７.ＰＧＳ東日本クラブ対抗戦 ３９２

８.ＰＧＳ東日本プロ・アマチャレンジ ２８

小  計 １９,０５９

合  計 ３６,９３５

 

Ⅲ.平成２２年度競技の改善点 

 １.他団体からのシード権付与 

   平成２２年度は、次の団体からシード権が付与された。 

   （１）新規シード権 

北海道ゴルフ連盟 北海道オープンゴルフ選手権予選 １位～１０位 

東北ゴルフ連盟 ・東北女子アマチュアゴルフ選手権 １位 

・東北シニアゴルフ選手権 １位 
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北海道日刊スポーツ

新聞社 

・日刊アマ全日本シングルプレーヤーズゴルフ選手権北海道大会 

パ選１位・２位 

・日刊アマ全日本レディースゴルフ選手権北海道大会 １位・２位 

・日刊アマ全日本シングルプレーヤーズゴルフ選手権北海道大会  

ミッドアマ１位・２位 

 

   （２）追加シード権 

北海道ゴルフ連盟 ・北海道女子アマチュアゴルフ選手権 ２位・３位 

・北海道ミッドアマチュアゴルフ選手権 ２位・３位 

・北海道シニアゴルフ選手権 ２位・３位 

東北ゴルフ連盟 ・東北アマチュアゴルフ選手権決勝 ノンクラブメンバー上位２名 

・東北アマチュアゴルフ選手権予選 ノンクラブメンバー上位３～１０位 

・東北ミッドアマチュアゴルフ選手権決勝 ノンクラブメンバー上位２名 

関東ゴルフ連盟 

 

関東アマチュアゴルフ選手権（競技方式変更） 

１）決勝シード ：シード権なし 

２）ブロック大会（準決勝） ：１位 

３）予選 ：２位以下の９名 但し、他競技で参加資格を持たない上位９名 

 

 ２.地区決勝（２日間競技の場合）の２日目進出カットオフ廃止 

   次の選手権競技については２日目進出カットオフを廃止し、２日間３６ホールストロークプレーに 

て実施する。 

   （１）パブリック選手権 東日本Ａ・Ｂ・Ｃ地区決勝 

   （２）パブリックミッドアマ選手権（男女両部門） 東日本Ａ・Ｂ地区決勝 

   （３）パブリック選手権 西日本四国地区決勝 

 

 ３.地区決勝・全日本における競技成績順位決定方法の変更 

   従来、タイスコアーの場合マッチングスコアカード方式により競技成績順位を決定してきたが、 

平成２２年度競技よりタイ方式に変更する。なお、表彰順位は従来同様にマッチングスコアカー 

ド方式により、該当受賞者１名を決定する。 

（注）１．地区決勝・全日本における第１位者がタイスコアーの場合は、従来と同様にホールバイ 

ホールのプレーオフにて優勝者を決定する。 

      ２．タイスコアー者の予選・地区決勝通過者の決定、並びにシード選手の決定は、従来と 

同様にマッチングスコアカード方式にて決定する。なお、この場合繰下げは認めない。 

 

 ４.表彰順位の変更 

   平成２２年度競技より表彰順位を次の通り変更する。 

競技 地区 地区決勝 全日本 

変更後 従来 変更後 従来 

パブリック選手権 男子 東・中部・西日本地区 15位 20位 15位 20位 

北海道・青森地区 3位 5位 ― ― 

女子 東・中部・西日本地区 10位 15位 10位 15位 

北海道・青森地区 3位 5位 ― ― 

シニア選手権 男子 東・中部・西日本地区 10位 20位 10位 20位 

北海道・青森地区 3位 5位 ― ― 

女子 
ミッドシニア 

東・中部・西日本地区 5位 5位 5位 5位 

東・中部・西日本地区 5位 10位 5位 10位 
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ミッドアマ選手権 男子 東・中部・西日本地区 10位 20位 10位 15位 

北海道・青森地区 3位 5位 ― ― 

女子 東・中部・西日本地区 5位 5位 5位 5位 

 

 ５.ＰＧＳスポンサー杯「ブリヂストン杯地区決勝」の新設 

   従来、ＰＧＳスポンサー杯の地区決勝はダンロップ杯のみであったが、平成２２年度競技よりブリ 

ヂストンスポーツ株式会社（当協会賛助会員）のご協力により、ブリヂストン杯地区決勝（東・中 

部・西日本地区の３地区にて開催）を新設する。 

 

 ６.ＰＧＳアンダーハンディ競技の入賞条件の変更：東日本地区 

   次の通り、東日本地区の入賞制限の条件を変更する。 

   （１）東日本地区 

     競技開催日前３ヵ月以内にスコアカードの提出が無い場合は、入賞を６位以下に制限する。 

   （２）中部・西日本地区 

     従来通り（同６ヶ月以内に提出が無い場合は、入賞を６位以下に制限する）。 

 

 ７.ＰＧＳアンダーハンディ競技予選・地区決勝の上限ハンディキャップの統一 

   ローハンディキャップ者に対して競技参加機会の一層の提供、並びに地区毎に予選・地区決 

   勝の上限ハンディキャップを統一する。 

   （１）東日本地区：５０．０ （２）中部日本地区：４０．０ （３）西日本地区：３６．０ 

 

 ８.ＰＧＳアンダーハンディ競技のシニア優勝者の表彰廃止 

   従来、ＰＧＳアンダーハンディ競技では優勝者の他に、特別表彰としてシニア優勝者を表彰し 

てきたが平成２２年度よりこれを廃止する。 

 

 ９.ＰＧＳダンロップ杯決勝、ＰＧＳグランドマンスリーの地区決勝進出率（予選通過率）の緩和 

   平成２２年度競技より、予選からのＰＧＳダンロップ杯決勝、ＰＧＳグランドマンスリーへの決勝進 

出率（予選通過率）を緩和し、地区決勝進出枠を拡大する。 

【予選からの地区決勝進出率（予選通過率）】 

地区 ＰＧＳダンロップ杯決勝 ＰＧＳブリヂストン杯決勝 ＰＧＳグランドマンスリー 

東日本地区 30％及びベスグロ者 50％及びベスグロ者 15％及びベスグロ者 

中部日本地区 70％(北陸地区は80％) 

及びベスグロ者 

70％(北陸地区は80％) 

及びベスグロ者 

60％(北陸地区は80％)

及びベスグロ者 

西日本地区 50％及びベスグロ者 60％及びベスグロ者 30％及びベスグロ者 

（注）ＰＧＳブリヂストン杯地区決勝は平成２２年度より新設 

 

 １０.東日本地区ＰＧＳアンダーハンディ競技の競技方法変更：カラーステージ化 

   平成２２年度より、東日本地区のアンダーハンディ競技（ＰＧＳスポンサー杯・ＰＧＳハンディ杯） 

   は、カラーステージ（ＪＧＡハンディキャップによる競技クラスの色分け）により実施する。 

【カラーステージ（ＪＧＡハンディキャップによる競技クラスの色分け）】 

クラス カラーステージ ＪＧＡハンディキャップ 備考 

１ ブラック    ～９．９ 参加者数が２クラス合計

で５９人以下の場合は１ク

ラス開催 

ブルー １０．０～１４．９ 

２ ホワイト １５．０～１９．９ 

レッド ２０．０～２４．９ 

３ ピンク ２５．０～５０．０  



 - 8 -

Ⅳ．競技開催実績 

１．参加資格 

競技名 参加資格 年齢資格 

Ⅰ.スクラッチ競技 

１.パ選 1.ハンディキャップ２０.０程度以上

が望ましい 

2.日本ゴルフ協会ｺﾞﾙﾌ規則に規

定されたアマチュアゴルファー 

3.高等学校までに在学の生徒は、

学校長等責任者の参加許可証

の提出が必要 

なし 

２.女子パ選 

３.シニア 男子５５歳以上 

４.女子シニア 女子５０歳以上 

５.ミッドシニア 男子６５歳以上 

６.ミッドアマ 男子、女子共３０歳以上 

Ⅱ.アンダーハンディ競技 

１.アンダーハンディ競技（予選） 

（１）PGS スポンサー杯 

（２）PGS ハンディ杯 

ＰＧＳ会員でＪＧＡ（PGS)ハンディキ

ャップ取得者 

なし 

２.アンダーハンディ競技（決勝） 

（１）ダンロップ杯 

（２）グランドマンスリー 

３.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大 

会（予選） 

（１）個人戦 （２）団体戦 

男女とも６５歳以上 

 

男女とも６５歳以上 

 

４.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大 

会（決勝） （１）個人戦 

５.ＰＧＳ西日本月例杯 ＰＧＳ会員でＪＧＡ（PGS)ハンディキ

ャップ取得者 

JGA ハンディキャップ取得を目指

すアマチュアゴルファー 

 

６.ＰＧＳ中部日本月例杯 

（みんなでうきうき旅ゴルフ） 

７.ＰＧＳ東日本クラブ対抗戦 ＰＧＳ会員でＪＧＡ（PGS)ハンディキ

ャップ取得者 ８.ＰＧＳ東日本ﾌﾟﾛ･ｱﾏﾁｬﾚﾝｼﾞ 

 （注）PGS 会員：ハンディキャップの取得を目的とした会員組織で、誰でも会員になれる。 
 
２．参加申込者数の状況                                         単位：名 

競技 ﾊﾟ選(男子) ﾊﾟ選(女子) ﾊﾟ選合計 シニア（男子） シニア（女子） 

平成 22 ７,８２２  ９７９ ８,８０１ １,６９５  ３９６ 

平成 21 ８,３９０ １,０４６ ９,４３６ １,８５７  ４３５ 

増減 ▲ ５６８ ▲  ６７ ▲ ６３５ ▲ １６２ ▲  ３９ 

競技 シニア（ミッドシニア） シニア合計 ミッドアマ（男子） ミッドアマ（女子） ミッドアマ合計

平成 22 １,００８ ３,０９９ ５,３３９  ６３７ ５,９７６ 

平成 21 １,００５ ３,２９７ ５,１２５  ６４２ ５,７６７ 

増減 ＋  ３ ▲ １９８ ＋ ２１４ ▲  ５ ＋ ２０９ 

競技 スクラッチ競技計 ＵＨ競技（予選） ＵＨ競技（決勝） PGS ﾄﾞﾘｰﾑ･ｴｲｼﾞ 西日本月例杯 

平成 22 １７,８７６ ６,７２４ １,１５５  ６３７ ９,６１５ 

平成 21 １８,５００ ７,３１２   ８１７ １,１９５ ９,３５７ 

増減 ▲ ６２４ ▲ ５８８ ＋ ３３８ ▲ ５５８ ＋ ２５８ 

競技 中部日本月例杯 東日本ｸﾗﾌﾞ対抗戦 東日本ﾌﾟﾛ･ｱﾏﾁｬﾚﾝｼﾞ ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾃﾞィ競技計 合計 
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平成 22 ５０８ ３９２ ２８ １９,０５９ ３６,９３５ 

平成 21 ５５５ ３１１ ２９ １９,５７６ ３８,０７６ 

増減 ▲ ４７ ＋ ８１ ▲ １ ▲ ５１７ ▲１,１４１ 

 （注）競技名は略称表示。正式競技名は前記１.競技会（略称）を参照。 

 

３.競技 

◆スクラッチ競技 

（１）平成２２年度第４４回全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

平成２２年度パブリックアマチュアゴルフ選手権競技の参加者数は、男子７,８２２名（前年度比▲５

６８名、▲６.８％）、女子９７９名（同▲６７名、▲６.４％）、合計８,８０１名（同▲６３５名、▲６.７％）で

あった。平成１８年度まで５年連続して１万名を超える趨勢であったが、世の中の不況を反映して

か、残念ながら本年度は９,０００名を切る結果となった。 
 

◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数   ４０   １５   ３６ ２   ９３ 

申込人数（名） ３,６２７ １,４８４ ２,５６４ １４７ ７,８２２ 
 
２.地区決勝 

 地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 A うぐいすの森ゴルフクラブ＆ホテル馬頭 5/13（木）-14（金）  １３１ 

２.東日本 B 丘の公園清里ゴルフコース 5/12（水）-13（木）  １６５ 

３.東日本 C セントレジャーゴルフクラブ市原 5/13（木）-14（金）  １５５ 

４.中部日本 正眼寺カントリークラブ 5/19（水）-20（木）  １５８ 

５.西日本 関西 武庫ノ台ゴルフコース 5/20（木）-21（金）  １４７ 

６.西日本 中国 岡山空港ゴルフコース 5/18（火）-19（水）  １４３ 

７.西日本 四国 コート・ベール徳島ゴルフクラブ 5/18（火）-19（水）  １２４ 

８.西日本 九州 トム・ワトソンゴルフコース 5/11（火）-12（水）  １３６ 

９.北海道・青森 隨縁カントリークラブ恵庭コース 8/30（月）-31（火）   ８９ 

合計 １,２４８ 
 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本  森林公園ゴルフ場 6/9（水）-10（木） １８２ 

 

（２）平成２２年度第１０回全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 
 
 ◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数  ２５  ７  ２３ ０  ５５ 

申込人数（名） ５１１ １３１ ３１９ （１８） ９７９ 

 

２.地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 千葉よみうりカントリークラブ 5/9（日） １８３ 



 - 10 -

２.中部日本 正眼寺カントリークラブ 5/12（水）  ９５ 

３.西日本 西宮北ゴルフコース 5/13（木） １７９ 

４.北海道・青森 隨縁カントリークラブ恵庭コース 8/2（月）  １４ 

合計 ４７１ 

 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 八千代ゴルフクラブ ６/2（水）-3（木） １６４ 

 

（３）平成２２年度第１６回全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

平成２２年度シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技の参加者数は、シニア男子１,６９５名

（前年度比▲１６２名、▲８.７％）、シニア女子３９６名（同▲３９名、▲９.０％）、ミッドシニア男子１,０

０８名（同＋３名、＋０.３％）、合計３,０９９名(同▲１９８名、▲６.０％)であった。平成１６年度ミッドシ

ニア立上げ時には、シニア３部門（シニア、女子シニア、ミッドシニア）を同日・同会場開催としてい

たことから地区決勝進出が極めて狭き門であったが、平成１７年度以降は選手の要望に応え、シ

ニア男子とシニア女子・ミッドシニアを分離し、地区決勝・全日本の進出率を緩和した。 

  

◆競技日程 

1.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数  １８  １１  ２６ １   ５５ 

申込人数（名） ６８１ ４７３ ５１６ ２５ １,６９５ 

 

２.地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 うぐいすの森ゴルフクラブ水戸 9/16（木）-17（金） １３０ 

２.中部日本 小杉カントリークラブ 9/16（木）-17（金） １３５ 

３.西日本 ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ城島高原 9/15（水）-17（木） １３０ 

４.北海道・青森 隨縁カントリークラブ恵庭コース 8/2（月）  ２２ 

合計 ４１７ 

 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 コート･ベール徳島ゴルフクラブ 10/13（水）-14（木） １５５ 

 

（４）平成２２年度第１６回全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技  

 

◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数  １１  ７  １１  ２９ 

申込人数（名） １９３ ９５ １０８ ３９６ 

 

２．地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）
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１.東日本 三井の森軽井沢カントリー倶楽部 9/29（水） ６３ 

２.中部日本 名古屋広幡ゴルフコース 9/22（水） ３９ 

３.西日本 西神戸ゴルフ場 9/30（木） ４５ 

合計 １４７ 
 
 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 那須野ヶ原カントリークラブ 10/20（水）-21（木） ４５ 

（注）女子シニアとミッドシニア ：地区決勝、全日本は同日同会場で開催。 

 

（５）平成２２年度第７回全日本ミッドシニアパブリックゴルフ選手権競技 

 

◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数  １６  １１  ２３   ５０ 

申込人数（名） ３２４ ３１８ ３６６ １，００８ 

 

２．地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 三井の森軽井沢カントリー倶楽部 9/29（水） ９９ 

２.中部日本 名古屋広幡ゴルフコース 9/22（水） １２９ 

３.西日本 西神戸ゴルフ場 9/30（木） １４０ 

合計 ３６８ 

 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 那須野ヶ原カントリークラブ 10/20（水）-21（木） １０７ 

（注）女子シニアとミッドシニア ：地区決勝、全日本は同日同会場で開催。 

 

（６）平成２２年度第４回全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技 

  最近のパブリック選手権は、中高校生のジュニア選手が上位を独占する傾向が顕著であり、アマ

チュアゴルファーの最も層が厚いミッド世代の腕前を競う競技として、平成１７年度に西日本パブ

リックミッドアマ選手権競技をスタートした。初年度１,４１５名、平成１８年度１,４９４ 名の参加者を

得、微増ながら確実な支持を得たので、平成１９年度より機も熟したとの判断から、全日本を立ち

上げた。平成１９年度は地区決勝を実施せず（西日本地区のみ２次予選を開催）予選から全日

本という変則的開催となったが、平成２０年度より地区決勝を立ち上げた。 

   平成２２年度は、男子の部５,３３９名（前年度比＋２１４名、＋４.２％）、女子の部６３７名（前年度

比▲５名、▲０.８％）、合計５,９７６名（前年度比＋２０９名、＋３.６％）で、順調裡に推移しておりミ

ッド層の競技指向の強さを改めて実感している。 

 

 ◆競技日程 

 １．予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数（男子）   ３１   １０   ２７    ３   ７１ 

予選数（女子）   １６    ７   １７ ―   ４０ 
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合計   ４７   １７   ４４    ３  １１１ 

申込人数（男子）（名） ２,５４９ １,１５７ １,５５８   ７５ ５,３３９ 

申込人数（女子）（名）  ３２３  １２１  １９３ ―  ６３７ 

合計（名） ２,８７２ １,２７８ １,７５１   ７５ ５,９７６ 

 

 ２．地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 A 那須野ヶ原カントリークラブ 8/ 3（火）- 4（水） １５７ 

２.東日本 B 山中湖畔 富士ゴルフコース 7/26（月）-27（火） １４６ 

３.中部日本 アリジカントリークラブ花垣コース 7/29（木）-30（金） １５４ 

４.西日本 水島ゴルフリンクス 7/28（水）-29（木） １５９ 

５.北海道・青森 セントレジャーゴルフクラブ札幌 7/30(金）  ３５ 

 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 よみうりゴルフ ウエストコース 9/8（水）- 9（木） １６２ 

  

◆アンダーハンディ競技 

１.PGS アンダーハンディ競技（予選）  

（１）PGS スポンサー杯、（２）PGS ハンディ杯 

２.PGS アンダーハンディ競技（決勝） 

（１）ダンロップ杯、（２）ブリヂストン杯、（３）グランドマンスリー 

平成２２年度ＰＧＳアンダーハンディ競技は、ＰＧＳスポンサー杯８０回、ＰＧＳハンディ杯２７回、合

計１０７回開催した。JGA・PGS ハンディキャップ登録者は約２万４千名で、平成２２年度の競技参

加者数は、予選は６,７２４名（前年度比▲５８８名、▲８.０％）と苦戦したが、決勝は本年度よりブリ

ヂストン杯（３地区決勝）が新設され、１,１５５名（前年度比＋３８８名、＋４１.４％）と大幅な増加とな

った。このところ予選参加者数が減少傾向あるが、来年度は加盟全コースでの開催、またキャロウ

ェ杯が新設されることもあり、ハンディキャップの普及推進に努め一層の参加者拡大を図りたい。 
 
◆競技日程 

１．予選 

予選数 東日本 中部日本 西日本 合 計 

PGS スポンサー杯 ダンロップ杯 １６  ７ ２０  ４３ 

ブリヂストン杯 １０  ５  ９  ２４ 

サンレオ杯  ５  ４  ４  １３ 

PGS ハンディ杯 １２  ７  ８  ２７ 

合 計 ４３ ２３ ４１ １０７ 

 

２．予選参加人数 

 東日本 中部日本 西日本 合 計 （名）

PGS スポンサー杯 ダンロップ杯 １,００６  ５４９ １,３９２ ２,９４７ 

ブリヂストン杯  ７６５  ４６４  ８１２ ２,０４１ 

サンレオ杯  ２３１  ２１６  １９６  ６４３ 

PGS ハンディ杯  ４４５  ４５０  １９８ １,０９３ 

合 計 ２,８３９ １,８３６ ２,６３７ ６,７２４ 
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３．地区決勝 

(１)ダンロップ杯 

地区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 八千代ゴルフクラブ 11/4（木） １２９ 

２.中部日本 森林公園ゴルフ場 11/5（金） １２３ 

３.西日本 青野運動公苑アオノゴルフコース 11/5（金） １６４ 

     合計 ４１６ 

 

（２）ブリヂストン杯 

地区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 ラ・ヴィスタ ゴルフリゾート 平成23/3/3（木） １２０ 

２.中部日本 名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース） 10/26（火）  ８６ 

３.西日本 武庫ノ台ゴルフコース 11/16（火）    １３７ 

合計 ３４３ 

 

 (３）グランドマンスリー 

地区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 下館ゴルフ倶楽部 11/18（木）   ９６ 

２.中部日本 セントレジャーゴルフクラブ定光寺 11/17（水） １３９ 

３.西日本 グランドオークプレーヤーズコース 11/26（金）    １６１ 

合計 ３９６ 

 

３.PGS ドリーム・エイジゴルフ大会 

 平成２０年度までは、高齢者の健康の保持増進の観点からの競技として「いきいきゴルフ３００歳大

会」〔主催：日本スーパーシニアゴルフ協会（仙台市）〕を、ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡC）の

構成メンバーとして後援開催してきた。高齢者の健康の保持増進への寄与は、当協会の事業目

的の一つであり、平成２１年度より当協会の独自競技として、「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会」を

スタートした。競技は６５歳以上のゴルファーを対象とし、当協会独自の「ＰＧＳドリーム・エイジハン

ディキャップ」（年齢にラウンド中の歩数に応じたハンディキャップを加算）による１８ホール・ストロ

ークプレーで、ゴルフと健康の保持増進を結びつけたユニークな競技である。 

平成２２年度は予選２２開催、地区決勝を３開催し、参加人数は予選５３８名、決勝９９名、合計６ 

３７名（前年度比▲５５８名、▲４６.７％）と苦戦した。来年度は競技参加料の値下げ（３,５００円⇒２,

５００円）、競技方法の変更等を工夫し中高齢者向け競技として一層の定着化を目指したい。 
 
◆競技日程 

１．予選 

予選開催数 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

１.個人戦 ６ ７ ７ １ ２１ 

２.団体戦 １ ― ― ―  １ 

合 計 ７ ７ ７ １ ２２ 

 （１）１８ホール・ストロークプレー 

 （２）ＰＧＳドリーム・エイジハンディキャップ方式（年齢＋歩行数によるハンディキャップ）により順位

を決定 
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２．参加人数                                              単位：名 

 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

１.個人戦 ２１５ １１４ １４４ １４ ４８７ 

２.団体戦  ５１ ― ― ―  ５１ 

合 計 ２６６ １１４ １４４ １４ ５３８ 

 

３．地区決勝 

地区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 八千代ゴルフクラブ 10/28（木） ４４ 

２.中部日本 名古屋広幡ゴルフコース 10/29（金） ２５ 

３.西日本 北神戸ゴルフ場 11/12（金） ３０ 

合計 ９９ 

 （１）競技方法 ：予選と同じ 
 
 （参考）PGS ドリーム・エイジゴルフ大会チャリティ募金寄贈  

     平成２２年度 PGS ドリーム・エイジゴルフ大会のチャリティ募金額は２０７，１８３円となった。原

則は、予選開催コースが最寄の社会福祉団体等に寄付するが、寄贈先事務局依頼分９３，

３２１円は、「日本赤十字社（東京都港区大門 1-1-3）」に寄贈した 

 

４.ＰＧＳ西日本月例杯 

PGS 月例杯はアンダーハンディ競技の充実を図るために、PGS 会員を対象として平成１３年度に 

スタートした。以前は東日本、中部日本を含めて全日本事業であったが、現在は西日本地区のみ 

が開催している。 

平成２２年度は開催数１６７回、参加者数９,６１５名（前年度比＋２５８＋２.８％）と増加した。今 

後一層 JGA ハンディキャップの普及振興に努め、ハンディキャップ取得者の増加によりますます

盛況な競技会にしたいと考えている。 

 

 関西地区 中国地区 四国地区 九州地区 合 計 

開催数 ６７ ４６ ２４ ３０ １６７ 

申込人数（名） ３,１３１ ３,８００ １,８８７  ７９７ ９,６１５ 

 （注）PGS 会員：ハンディキャップの取得を目的とした会員組織で、誰でも会員になれる。 

 

５.ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ） 

  平成２１年度より、「ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ）」がスタートした。ゴルファ

ーは自分のゴルフ技量を、公正な同一規定に基づくハンディキャップで正しく示す責任がある。

当協会は、わが国唯一の公認ハンディキャップのＪＧＡハンディキャップの普及に努めており、ア

マチュアゴルファーの証であるJGAハンディキャップの一層の取得推進を目指した競技会であ

る。 

平成２２年度は予選１１開催、並びに決勝を開催し、参加人数は予選５０８名（決勝４７名は２３

年度競技）と横這い推移（前年度比▲４７名、▲８.５％）であつた。今後一層 JGA ハンディキャッ

プの普及振興に努め、ハンディキャップ取得者の増加によりますます盛況な競技会を目指した

い。 

 

１.予選 

  （１）開催会場 ：中部日本地区会員 ：１１コース 

  （２）参加資格 ①アンダーハンディ競技 ：ＰＧＳ会員でＪＧＡハンディキャップの取得者 
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            ②ダブルぺリア競技 ：ＰＧＳ会員、及びＪＧＡハンディキャップ取得を目指すアマチ

ュアゴルファー 

  （３）競技方法 ①１８ホール・ストロークプレー(アンダーハンディ競技) 

           ②ダブルぺリア競技 

  （４）参加者数 

 アンダーハンディ競技 ダブルペリア競技 
合計 

男子 女子 男子 女子 

参加人数（名） ２４９ ５８ １６４ ３７ ５０８ 

  

 ２．決勝 

  （１）開 催 日 ：平成２３年４月２３日（金） 

 （２）開催会場 ：名古屋広幡ゴルフコース 

 （３）参加資格 ：予選通過者、及び特典（多回数参加者）によるシード選手 

 （４）競技方法 ：１８ホール・ストロークプレー(アンダーハンディ競技) 

 （５）参加者数 ：男性 ４０名、女子 ７名、合計 ４７名 

 

６.ＰＧＳ東日本クラブ対抗戦 

 平成２１年度より東日本地区の協会競技として新たにスタートした。JGA ハンディキャップの普及振 

 興を目的とした東日本加盟会員コースのクラブ対抗戦で、４ブロック（ＡＢＣＤ）でブロック予選を開 

催し、各ブロックより男女各２チーム、決勝大会開催クラブより男女２チーム、及び前年度優勝クラブ 

代表の男女２チームを加えた、合計１２チームで決勝大会を開催する。平成２２年度は、ブロック大 

会には合計２７８名、決勝には１１４名、合計３９２名が参加した。 
 

 1.ブロック予選 

  （１）参加資格：東日本地区会員コースの何れかで PGS 会員登録をし、JGA ハンディキャップを取

得しているアマチュアゴルファー 

  （2）競技方法 

  ①１８ホールストローク・アンダーハンディ競技（JGA ハンディキャップ） 

  ②ハンディキャップの下限 ：男子部門２０.０、女子部門３０.０ 

  ③順位決定 ：男子部門は出場選手の内、上位５名のネットスコア合計による 

           女子部門は出場選手の内、上位３名のネットスコア合計による 

  （３）開催日・会場・出場クラブ 

ブロック 出場クラブ ブロック予選 開催日 

A ブロック 

那須野ヶ原、イーストウッド、うぐいすの森馬

頭、ハーモニーヒルズ、TOKYO North Hills、

古河、ウィンザーパーク、うぐいすの森水戸 

下館ゴルフ倶楽部 ９月２０日 

B ブロック 
新玉村、草津高原、前橋、上武、榛名の森、

朝霞、妻沼、新潟サンライズ、三井の森 
妻沼ゴルフ場 ９月２２日 

C ブロック 

市原、市原・柿の木台、セントレジャー千葉、

セントレジャー市原、八千代、ラヴィスタ、 

千葉よみうり 

市原ゴルフクラブ １０月８日 

D ブロック 
昭和の森、清里、小淵沢、富士見高原、 

篠ノ井、富士グリーンヒル 
富士見高原ｺﾞﾙﾌｺｰｽ １０月１日 

  （４）ブロック予選代表チーム 

   各ブロック２クラブ（１クラブ男子部門８名、女子部門５名） 
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（注）決勝大会開催コース、前年度優勝クラブが上位２クラブに入賞した場合は、繰り下げて出

場資格を付与する。 

 （５）参加人数 

ブロック・開催コース クラブ数 男子 女子 合計 

A ブロック （下館） 6 39 5 44 

B ブロック （妻沼） 15 51 35 86 

C ブロック （市原） 14 56 35 91 

D ブロック （富士見高原） 9 32 25 57 

予選計 44 178 100 278 

決 勝 19 72 42 114 

合 計 63 250 142 392 

 

 ２．決勝大会 

（１）開催会場 ：富士見高原ゴルフコース（長野県） 

（２）開 催 日 ：前夜祭 平成２２年１０月２５日（月）／クラブ対抗戦 平成２２年１０月２６日（火） 

（３）参加資格 ：①PGS 東日本各ブロック予選の男女各上位２クラブ 

          ②決勝大会開催クラブ、及び前年度優勝クラブより各男女２クラブ 

（４）チーム編成 ：１クラブ 男子部門８名・女子部門５名 

（５）競技方法 ：ブロック予選と同様 

（６）参加人数 ：前掲の通り  

 

７.ＰＧＳ東日本プロ・アマチャレンジ 

  平成２１年度より東日本地区の協会競技として新たにスタートした。東日本地区開催の PGS アン

ダーハンディ競技参加の応募者の中より抽選で選ばれた３０名のアマチュアゴルファーがシニア

プロと一緒にラウンドできるという夢の企画である。平成２２年度は応募者４１名の中から３０名が

選ばれ、当日は２８名が出場した。 

 

（１）開催会場 ：古河ゴルフリンクス（茨城県） 

（２）開催日   ：平成２２年１２月９日(木) 

（３）シニアプロ ：鷹巣 南雄、 長谷川 勝治、横島 由一、佐野 修一、青木 基正 

（４）参加人数  ：２８名 

 （５）競技内容 ：シニアプロ１名と、ＰＧＳ東日本地区アンダーハンディ競技参加の応募者から抽

選にて選ばれた３名が同組でプレーする 

（６）応募方法 ：東日本地区開催のＰＧＳアンダーハンディ競技に出場し、応募ハガキに競技開

催コースの捺印を受けて、捺印数３個を１口として東日本地区連絡協議会事務

局に申込む。 

（注）１．申込口数に制限はなし 

   ２．競技の捺印数は開催競技、開催会場により異なる 

   ３．応募者多数の場合は抽選により参加者を決定 

 

Ⅴ．協会誌「ＰＧＳニュース」の発行 

 当協会主催競技に関して、競技開催案内、年間競技スケジュール、競技の模様、競技成績等を盛

り込んだ記録誌として、「ＰＧＳニュース」を年２回発行（毎年２月、及び９月）し、競技参加者に対し

て無償配布している。「ＰＧＳニュース」は既に７８号を重ね、我が国のパブリック・ゴルフ史としても

貴重な資料である。 
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■公益目的事業２．ゴルフ普及振興事業 

 
Ⅰ.セミナー・研修事業 

本事業は生涯スポーツであるゴルフの普及振興のために、セミナー・研修会を通じてゴルファー

の啓蒙に資する事業を実施した。また、一層質の高い競技会の実現を目指して、競技会の運営・

競技委員を対象にゴルフ・ルール、コースセッテイング方法等、競技会運営に係わる技術向上を

目指した研修会を開催した。 
 

 １．平成２２年度ＰＧＳセミナー 

日時 平成２２年６月１４日（月） テーマ アンチエイジング・ゴルフという考え方 

場所 八重洲冨士屋ホテル 講師 齋藤 真嗣（ニューヨーク州医師） 

 

  （参考）最近のＰＧＳセミナー開催実績 

年度 テーマ 講師 

平成１７年度 ゴルフでたどる日米交流史 

 

久保田 誠一 

（大妻女子大学比較文学部 講師） 

ゴルフホームドクター制度導入による 

ゴルフ場活性化事例 

大東 将啓 

（ＰＧＡ Dr.ティーチングプロ） 

平成１８年度 ゴルフ場業界の現状と生き残りの条件 降旗 貞夫 
（日本ゴルフ場総合研究所専務理事） 

平成１９年度 物理学から見たゴルフの楽しさ 八木 一正行（宮城大学教授） 

平成２０年度 ゴルフのカラダ革命 宮田 トオル（メデイカルケア院長） 

平成２１年度 ゴルフ場はエコ・パーク 

 

縣 和一 

（西日本グリーン研究所所長、 

九州大学名誉教授） 

 

 ２．平成２２年度研修会 

  （１）グリーンキーパー研修会 

日時 平成２２年４月２日（金） テーマ ベントグリーン全面張替とコース管理 

講師 ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ亀山 内海 伸樹 

場所 ゴルフコース小松パブリック テーマ ２００９年度コース管理について 

講師 ゴルフコース小松パブリック 簾 喜泰 

 

  （参考）最近の研修会開催実績 

年度 テーマ 

平成１７年度 平成１７年度グリーン管理について 

成長抑制剤プリモについて 

猪被害防止対策について 

平成１８年度 コース人員・資材・経費について 

グリーン管理とコースを中心とした管理 

リンクコースの特性と感知方法 

平成１９年度 グリーンのオーバーシートについて 

グリーン肥培管理及び今後の方向性 

コース管理業務委託による一般管理 

平成２０年度 コース･セッティングについて 
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これからのゴルフ場のコース管理 

ゴルフコース管理概況とインターシード計画 

平成２１年度 コースの現状について 

これからのコースメンテナンスの動向について 

 

Ⅱ．交流・協力事業 

 ゴルフ業界を取り巻く環境は先行き厳しいが、ゴルフ市場活性化のために業界諸団体は連携・協 

 力して様々な活動を展開する必要がある。この様な観点から当協会は業界諸団体と連携・協力し 

 て、ゴルフ市場の活性化に向けた活動を展開した。 

 

 １．日本ゴルフサミット会議 

（１）２０１１年第１回日本ゴルフサミット会議 

日時 平成２３年１月１４日（金） 

１０：００～１１：２０ 

内容 ２０１１年活動テーマの決定 

１)環境問題への取り組みについて 

２）ゴルフ場利用税撤廃運動の継続 

３）国家公務員倫理規定における「ゴルフ」 

記述の削除 

４）楽しくゴルフをプレーしていただくための 

キャンペーン活動の提唱 

場所 ANA インターコンチネンタル 

ホテル東京 

 

 
  （２）ゴルフ新年会の開催 

   日時 平成２３年１月１４日（金） １１：３０～１５：００ 

   場所 ANA インターコンチネンタルホテル東京 
 
  （３）日本ゴルフサミット会議運営会議に参加（隔月開催） 

 

 ２．ゴルフ市場活性化委員会(GMAC) 

  （１）当協会はゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）の構成メンバーとして、「はじめよう」「続けよう」 

   「もっとゴルフを」をスローガンにゴルフ業界の活性化に向けた活動をしている。平成２２年度は

テーマ「はじめようゴルフを」として「スクランブルゴルフの普及」、「もっとゴルフを」として「経済産

業大臣杯全国チーム対抗戦」を各団体と連携して活動した。 

  （２）定例委員会への参加（毎月１回定例会議） 

  （３）ゴルフ市場活性化セミナーへの参画 
 
 ３．ＮＰＯ日本ジュニアゴルファー育成協議会（JGC） 

  日本ジュニアゴルファー育成協議会は、「ゴルフをツールとした子どもたちの健全育成」を原点に 

  活動をしている。斯業界の実情は、業界関係者は業界を挙げて市場活性化に向けた活動をする 

必要があるが、同協議会のジュニアゴルファーの育成は青少年の健全な育成に加え、ゴルフ業 

界の裾野拡大が期待でき首肯できる。当協会は同協議会の構成メンバーとして、ジュニアゴルフ 

ァーの育成に連携して活動した。 
 
 ４．ジャパンゴルフフェア２０１１の後援・ブース出展 

  (社)日本ゴルフ用品協会主催の第４５回ジャパンゴルフフェア２０１１は、平成２３年２月１８日(金) 

  ～２月２０日(日)の３日間東京有明ビッグサイト東京国際展示場において開催されたが、当協会 

  はこれを後援すると共にブースを出展し、当協会の事業活動のＰＲを実施した。 
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Ⅲ．調査・研究事業  

  当事業は、ゴルフの普及振興のためにゴルフに関する各種調査・研究事業を実施した。 

 1．平成２２年度調査・研究事業 「ゴルフのプレー頻度がゴルファーの健康や生活に及ぼす影響」 

当協会は、生涯スポーツであるゴルフの普及振興を目的とし、国民の健康保持増進、余暇活動

の充実などに寄与するための事業を展開している。最大の事業は競技会の開催で、アマチュア

ゴルファーに数多くのプレー機会を提供している。スクラッチ競技、アンダーハンディ競技に年間

約４万人が参加する中、平成２１年度より、シニア層の健康の保持増進に寄与すべく、新規競技

「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会」を立ち上げた。これは、「ゴルフで歩いて健康に」をコンセプト

に６５歳以上の男女を対象に開催する大会で、年齢にラウンド中の歩数に応じたハンディを加算

した独自のハンディキャップ（ＰＧＳドリーム・エイジハンディキャップ）を採用する等、ゴルフと健康

の保持増進を結びつけたユニークな競技である。 

中高年者は生活習慣病やメタボリック・シンドロームへの罹患率が高まる懸念があることから、健

康に対する意識が高いと言われている。そんな中高年者に支持されるゴルフが、運動量の豊富

なスポーツであることは、平成１８年厚生労働省が発表した「健康づくりのための運動指針２００６

～生活習慣病予防のために～」で示されている。この中で、身体活動量の目標として“週に２３エ

クササイズの活発な身体活動を、その内４エクササイズは活発な運動”を推奨しており、これを歩

数に換算すると１日１万歩が目標値であることが具体的に示された。また、同指針でゴルフは速

歩、自転車と並ぶ活発な運動（４メッツ）に分類されており、ゴルフ場で１ラウンドを４時間でプレー

した場合、待ち時間やカート使用時間を除いた実質運動時間を２時間と想定し、４メッツ×２時間

＝８エクササイズの身体活動量があったと算定している。これは、相当に大きな値で、ゴルフの運

動量の豊富さを再確認するとともに、定期的にゴルフをプレーすることで、生活習慣病の改善に

大きな効果をもたらすことが期待できる数値である。 

こうした観点から、ゴルフと健康には密接な関係があるとの考えに基づき「ＰＧＳドリーム・エイジ

ゴルフ大会」を新設したが、これまでゴルフと健康に関する調査・研究が少なかったことから、今

回ゴルフが健康に与える具体的な効果を立証すべく、静岡理工科大学 富田准教授に調査を依

頼、実施した。調査・研究結果については巻末の報告書をご参照願いたい。 

 

 ２．平成２２年度｢シニアパブリック選手権｣参加者アンケートの実施 

  （１）シニア選手権競技参加者に対しアンケートを実施、その結果を集計・分析し一層質の高い競

技会の実現に資したいと考えている。また結果を当協会ホームページ、協会誌「PGS ニュース」

に公開し、アマチュアゴルファーに支持される一層質の高い競技会の実現、ゴルファーの啓蒙

に寄与したいと考えている。 

 

  （２）アンケート結果 ：主なポイントと結果 

   ①初参加者の参加動機を把握、分析し、今後の広報・集客活動に活かす。 

  「友人・家族の誘い」５０％、「コースからの DM」３２％、「協会からの DM」１１％で合計９３％。 

従来の前年度参加者、並びにＰＧＳ会員を対象に送付していた「競技案内」をより広く送付 

することが、新規参加者を増大する有効な手段であると考えられる。各会員コースの「友の会」 

会員まで競技案内の送付対象者を広げることを検討すべきと考えている。 

②平成２３年度より、女子シニア、ミッドシニア選手権競技の地区決勝が２日間競技に移行する

が、選手の参加意欲を調査、傾向を把握する。２日間競技となることに対し９割は「参加する」、

１割が「参加しない」との結果となった。 

③参加者の全日本開催会場の希望を調査し、今後の会場決定の参考とする。 

   「近隣のコース」４１％、次いで「有名なコース」２０％、「観光地にあるコース」１６％。また高齢 

者になるに従い「プレー代が安いコース」を希望しており、今後の会場選定には「アクセスの 

良さ」、並びに「プレー代」について特別な配慮が必要であると考えている。 
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（参考）過去の調査・研究実績 

年度 調査・研究内容 

平成１９年度 １．パブリック選手権競技参加者アンケート 

２．パブリックゴルフ場のジュニアゴルファーの受入態勢調査 

平成２０年度 １．シニア選手権競技参加者アンケート 

平成２１年度 １．シニアパブリック選手権競技参加者アンケート 

２．ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会参加者アンケート 

 

Ⅳ．その他のゴルフ普及振興事業 

 斯業界の長期的展望は少子高齢化の加速や人口減少から､市場規模は縮小化の方向にあり、引 

 き続き経営環境は厳しいと予想される。この様な状況下、ゴルフ業界は一層連携を強化し、新規ゴ 

 ルファーの育成、需要創出が喫緊の課題であり、当協会もゴルフ市場の活性化に向けゴルファー 

 の底辺拡大施策等様々な取組みを推進した。 
 
 １．ジュニアゴルファー育成の取り組み 

  ＮＰＯ日本ジュニアゴルファー育成協議会(ＪＧＣ)の活動目的のジュニアゴルファーの育成は青少 

  年の健全な育成に資するものであり、斯業界にとってはゴルファーの裾野拡大の観点より重要な 

  課題である。ジュニアゴルファーの育成は業界団体が業界を挙げて取り組み、市場活性化に向 

  けた活動を連携する必要がある。当協会は同協議会の構成メンバーとしてジュニアゴルファーの 

  育成に連携して活動した。 
 
 ２．スクランブルゴルフの推進 ：女性・ビギナーゴルファーの育成 

  斯業界の長期的展望は前記の通り厳しいが、この様な状況下女性・ビギナーゴルファーの育成 

  は、需要創出策として喫緊の課題であり活性化に向け様々な取組みを推進した。 

   ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）が提唱する、「はじめようゴルフを」のテーマの下に推奨する 

  「スクランブルゴルフ」は女性・ビギナーゴルファーのラウンド初体験を促進するシステムとして有

効と考えている。ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）は活動目標の策定、並びにＧＭＡＣ仕様

のスクランブルを構築すべく活動しているが、当協会もゴルフ市場活性化委員会（GMAC）の構

成メンバーとして連携して活動した。 
 
 ３．健康保持増進に資するための中高齢者ゴルファーの掘り起こし 

  平成２０年度までは、中高齢者の健康の保持増進の観点からの競技として「いきいきゴルフ３００ 

  歳大会」〔主催：日本スーパーシニアゴルフ協会（仙台市）〕を、ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡ 

C）の構成メンバーとして後援開催してきた。中高齢者の健康の保持増進への寄与は、当協会の 

事業目的の一つであり、平成２１年度より当協会の独自競技として、「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ 

大会」をスタートした。競技は６５歳以上のゴルファーを対象とし、当協会独自の「ＰＧＳドリーム・ 

エイジハンディキャップ」（年齢にラウンド中の歩数に応じたハンディキャップを加算）による、１８ 

ホール・ストロークプレーで、ゴルフと健康の保持増進を結びつけたユニークな競技である。 
 
 ４．他団体との協賛・後援事業 

  （１）社団法人日本ゴルフ用品協会に対し後援 ：第４５回ジャパンゴルフフェア２０１１ 

  （２）日本ゴルフサミット会議に対し協賛 ：２０１０年ゴルフ新年会 

  （３）他団体競技の後援 

 競技名 主催者 

３２回 ALL KANSAI テレビ アマチュアゴルフ選手権 ㈱サンテレビジョン 

第２回ｳｯﾄﾞﾌﾚﾝｽﾞﾚﾃﾞィｰｽ ｱﾏ･ﾌﾟﾛｺﾞﾙﾌ選手権 森林公園ゴルフ場 

日刊ｱﾏｺﾞﾙﾌ全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権 北海道日刊ｽﾎﾟｰﾂ新聞社 

第２６回・第２７回アオノジュニアゴルフ大会 青野運動公苑アオノゴルフコース 
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第１７回・第１８回すきっぷ 21：アオノ親子ゴルフ大会 青野運動公苑アオノゴルフコース 

日刊アマゴルフ２０１１ 

全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権東日本大会 

日刊スポーツ新聞社東京本社 

日刊アマゴルフ２０１１ 

全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権北海道大会 

全日本レディースゴルフ選手権北海道大会 

北海道日刊スポーツ新聞社 

２０１１年近畿オープンゴルフ選手権 サンケイスポーツ 

 

 

■収益事業 ハンディキャップ普及振興事業 
 

Ⅰ.公平な統一ハンディキャップの普及振興事業 

 １．自分のゴルフ技量を正しく示すことはゴルファーの責任 

  ゴルフは年齢・性別・技量の異なる者同士でも対等に楽しめるスポーツであるが、それは公平な 

  統一ハンディキャップ（JGAハンディキャップ：国際ゴルフ・ルールに基づき(財)日本ゴルフ協会が 

  発給)が前提条件である。ゴルファーは自分のゴルフ技量を公式な同一規定に基づくハンディキ 

  ャップで正しく示す責任があるが、ＪＧＡハンディキャップは日本で唯一の公認ハンディキャップで 

  あり、当協会は日本全国のアマチュアゴルファーに対して、ゴルファーの証とも言えるJGAハンデ 

  ィキャップの普及振興を推進している。また、公平な統一ハンディキャップの普及振興は、競技主 

  催団体にとってはアンダーハンディ競技会の適正、公正な運営の前提条件でもある。 

   当協会のＪＧＡハンディキャップ取得者は約2万４千人で、高額なゴルフ会員権の取得を必要と 

  せず、誰でも低廉な登録料でＰＧＳ会員になることにより、手軽に取得できる点から多くのアマチ 

  ュアゴルファーの支持を得ている。 

 

 ２．ハンディキャップ取得者の推移                                  単位：名 

 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

JGA ハンディキャップ ２０,２６２ ２５,４５１ ２３,４７１ ２４，６６３ ２４，９７４

PGS ハンディキャップ ８,１３８ ４,７１４ ２,９１３ ２，４１３ ５２０

合計 ２8,４００ ３０,１６５ ２６,３８４ ２７，０７６ ２５，４９４

   

 ３．JGA ハンディキャップ（J-sys）導入状況 

  平成１８年４月に、特別委員会「Ｊ-ｓｙｓ検討委員会」を立上げ、JGA ハンディキャップ（Ｊ-ｓｙｓ）の普

及推進に努めてきたが、この間の進捗状況は下記の通り。 
 

（平成１８年４月現在）                     （平成２３年３月現在）    単位：コース 

 東 中部 西 合計  

 

⇒

東 中部 西 北・青 合計

ＪGA HDCP ３１ １０ ２１ ６２ ３１ １１ ４０ ５ ８７ 

PGS HDCP ２ １ ２１ ２４ １ ０ １ ０ ２ 

合計 ３３ １１ ４２ ８４ ３２ １１ ４１ ５ ８９ 

  

Ⅱ．JGAコースレート査定事業 

 公平な統一ハンディキャップであるJGAハンディキャップの普及振興のためには、その前提として 

 ゴルフ場のコースレーティングが正確に査定されている必要がある。当協会はコースレート査定を 

 管轄する（財）日本ゴルフ協会（JGA）に対してコースレート査定を希望する会員パブリックゴルフ場 

 の依頼に基づき、同協会への申請窓口として機能している。平成２２年度は、次の６コースでコース
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レート査定を実施した。 
 

 東日本地区 西日本地区 

１.イーストウッドカントリー倶楽部 

２.TOSHIN TOKYO North Hills Golf Course 

３.千葉よみうりカントリークラブ 

４.紫カントリークラブ あやめコース 

１.紫香楽国際カントリークラブ 

２.入来城山ゴルフ倶楽部 

 

 

■その他事業 助成金事業 

 
 本事業はゴルフの普及振興を図るために、ジュニアゴルファーの育成を目的に活動する業界２団 

体に対して、助成金事業を実施した。 
 

 １．NPO日本ジュニアゴルファー育成協議会（ＪＧＣ） ：助成金 ５００千円 

   当協議会はゴルフをツールに児童・青少年の健全な育成を目的に活動している。ジュニアゴル 

   ファーの育成は青少年の健全育成、並びにゴルファーの底辺拡大の観点から首肯でき、同協 

   議会の活動目的に賛同して助成金事業を実施し活動をバックアップした。 
 
 ２．日本高等学校ゴルフ連盟 ：助成金 ５００千円 

   当連盟は高等学校教育の一環であるクラブ活動を通じて、心身を鍛え、社会生活を営むに相 

   応しい生徒を育てること、ゴルフ界の健全な発展へ寄与することを目的に活動している。同連盟 

   の活動目的に賛同して助成金事業を実施した。 

 

 

む す び 
 

Ⅰ.公益社団法人へ移行 
 
 １．移行認定 

現在、我が国では平成２０年１２月に公益法人制度改革関連３法が施行され、新公益法人制度

への移行が進められているが、当協会は昨年３月１９日に公益社団法人の認定を受けた。 

   当協会は昭和３７年創立以来、生涯スポーツと言われるゴルフの普及振興を事業目的に掲げ、 

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実等豊かな国民生活の実現への寄与を目的として活動 

してきた。今般の認定に際しては、協会創立精神であるゴルフの普及振興を引継ぎ、公益社団 

法人として公益目的事業を通じて、民の公益への積極的な参画により社会的責任を果たすべく 

全力を傾注したいと考えている。 

   また、公益法人の認定を機に、法人名称を平成２２年４月１日付にて「社団法人日本パブリック 

ゴルフ場事業協会」から、平成６年社団法人格取得以前の「日本パブリックゴルフ協会」に復帰 

改称し新たにスタートした。 

 

 ２．事業概要・体系 

当協会の事業活動は、創立以来一貫してスポーツ振興の目的の下、国民的スポーツであるゴル

フの普及振興を通じて、国民の健康の保持増進、余暇活動の充実等、豊かな国民生活の実現

に寄与することである。ゴルフの普及振興のためメイン事業として、パブリック選手権競技をはじ

めとしたゴルフ競技会を開催しているが、移行申請に際して事業体系を次の通り整理した。 

  （１）公益目的事業 

   ①国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な育成等豊かな国民生活の実現



 - 23 -

への寄与を目的とし、アマチュアゴルファーのためのゴルフ競技会を開催して、生涯スポーツ

であるゴルフの普及振興を図る事業 

   ②国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な育成等豊かな国民生活の実現

への寄与を目的とし、ゴルフに関するセミナー・研修、交流・協力、調査・研究事業を行い、

生涯スポーツであるゴルフの普及振興を図る事業 

  （２）収益事業 

    アマチュアゴルファーがゴルフを楽しむための前提となる公平な統一ハンディキャップの普及 

振興事業、及びその前提となるコースレート査定事業 

  （３）その他事業 

ジュニアゴルファーの育成を目的に活動する業界２団体に対し、その育成を支援する観点か

ら助成する事業 

 

 ３．事業の種類 

 （１）公益目的事業（定款第４条） 

①ゴルフの普及振興、ゴルフ競技会の開催、並びに技術向上の機会提供事業 

②ゴルフに関する調査・研究、及びセミナー・研修会の開催事業 

③ゴルフ関係諸団体との交流、連携を通じてのゴルフ普及振興事業 

④ゴルフの普及振興のため機関紙、及び学術図書の発行事業 

 

 （２）収益事業等（定款第５条） 

①公平な統一ハンディキャップの普及振興事業 

②ゴルフ関係諸団体に対する助成金支出事業 

 

【公益社団法人日本パブリックゴルフ協会の事業体系】 

 

 

 

 

【公益目的事業 １】 

ゴルフ競技会開催事業 

 

 

 

 

Ⅰ.スクラッチ競技 

１．全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

２．全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

３．全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

４．全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

５．全日本ミッドシニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

６．全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技 

Ⅱ.アンダーハンディ競技 

１.アンダーハンディ競技（予選）： (1)PGSスポンサー杯 

（２）PGSハンディ杯 

２.アンダーハンディ競技（決勝）： （１）ダンロップ杯 

                     （２）ブリヂストン杯 

                     （３）グランドマンスリー 

３．PGSドリーム・エイジゴルフ大会 

４．PGS西日本月例杯 

５．PGS中部日本月例杯 ：みんなでうきうき旅ゴルフ 

６．PGS東日本クラブ対抗戦 

７．PGS東日本プロ・アマチャレンジ 

【公益目的事業 ２】 

ゴルフ普及振興事業 

１．セミナー・研修事業 

２．交流・協力事業 

 ３．調査・研究事業 

【収益事業】 １．公平な統一ハンディキャップの普及振興事業 
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ﾊﾝﾃﾞィｷｬｯﾌﾟ普及振興事業 ２．コースレート査定事業 

【その他事業】 

助成金事業 

 

１．業界２団体に対する助成金事業 

 

Ⅱ.ゴルフ業界の環境認識 

  我が国最大のスポーツ産業であるゴルフ業界の状況は、平成１７年度以降全国ゴルフ場利用者

数は増加に転じ、この４年間の利用者の増加人数は延べ５,４７９千人、増加率６.３％となり、漸く

最悪期を脱して明るさが見えはじめた様に思われる。 

然しながら、長期的展望は少子高齢化の加速や人口減少から､市場規模は縮小化の方向にあ

り、引き続き経営環境は厳しいと予想される。この様な状況下、当業界においては新規ゴルファ

ーの育成によるゴルファーの底辺拡大、需要創出が喫緊の課題であり、業界団体は一層連携を

強化し市場活性化に向けた活動を、展開すべきであると思料される。当協会はアマチュアゴルフ

ァーの育成を基軸に、業界の活性化に向けた様々な事業活動を推進したいと考えている。 
 

【最近のゴルフ場利用者数の推移】 

年度 利用者数 
（千人） 

増減 
（千人） 

同比率 
（％） 

ゴルフ場数 
（数） 

１ゴルフ場当たり

利用者数（人）

平成１６年度 ８５,３０７ ▲３,０６９ ▲３.５ ２,４５３ ３４,７７７ 

平成１７年度 ８６,０４６   ７３９  ０.９ ２,４４６ ３５,１７８ 

平成１８年度 ８８,２３５  ２,１８９  ２.５ ２,４４２ ３６,１３２ 

平成１９年度 ８９,０２０   ７８５  ０.９ ２,４４２ ３６,４５４ 

平成２０年度 ９０,７８６  １,７６６  ２.０ ２,４４２ ３７,１７７ 

平成２１年度 ９１,６４２   ８５６  ０.９ ２,４４５ ３７,４８１ 

 （注）出所：社団法人日本ゴルフ場事業協会調 

 

Ⅳ.平成２２年度事業の回顧と展望 

平成２２年度競技の概況は、スクラッチ競技の参加者数は１７,８７６名（前年度比▲６２４名、▲３.

４％）、アンダーハンディ競技は１９,０５９名（同▲５１７名、▲２.６％）、合計３６,９３５名（同▲１,１４１

名、▲３.０％）と大変多くのアマチュアゴルファーの参加を得、改めて選手及び会員各位に対して

心から謝意を表したい。 

残念ながら参加者数はスクラッチ競技、アンダーハンディ競技共に前年度実績を下回り、特にメ

イン競技のパ選、またシニアの参加者数が年々減少を辿っており、懸念される処である。但し、ス

クラッチ競技のミッドアマ選手権は、順調に参加者数が拡大しており、今後更に期待したい。また、

公益社団法人移行を機に、今後新たな事業分野等を検討するが、基軸事業はあくまでパブリック

選手権である点は今後も不変であり、往年の１万人台の参加者数の復活、更には２、３万人と規模

拡大を目指したい。 

斯業界の長期的展望は、少子高齢化の加速や人口減少から､市場規模は縮小化の方向にあり 

更には先般の東日本大震災の影響が加わり、引き続き経営環境は厳しいと予想される。この様な

状況下、ゴルフ業界は一層連携を強化し、新規ゴルファーの育成、需要創出が喫緊の課題である。

当協会はゴルフが国民スポーツとして支持され、ゴルフを通じて国民の心身の健全な発展、また

豊かな人間性の涵養に寄与することを望んでおり、『ゴルフをみんなのスポーツへ』をモットーに、

会員一同が一致団結してゴルフ普及振興に寄与すべく、弛まない努力を継続したいと念じてい

る。 

以上 
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公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

                            会長（代表理事）  浅 井 光 昭 
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公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

平成２２年度 調査・研究事業報告書 

 

 

 

 

「ゴルフのプレー頻度が 

ゴルファーの健康や生活に及ぼす影響」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託者： 公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

受託者： 学校法人静岡理工科大学 准教授 富田寿人 

 

 

 

 

 

参考 
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はじめに 

公益社団法人日本パブリックゴルフ協会は、生涯スポーツであるゴルフの普及振興を

目的とし、国民の健康保持増進、余暇活動の充実などに寄与するための事業を展開して

いる。最大の事業は競技会の開催で、アマチュアゴルファーに数多くのプレー機会を提

供している。スクラッチ競技、アンダーハンディ競技に年間約４万人が参加する中、平

成２１年度より、シニア層の健康の保持増進に寄与すべく、新規競技「ＰＧＳドリーム・

エイジゴルフ大会」を立ち上げた。これは、「ゴルフで歩いて健康に」をコンセプトに

６５歳以上の男女を対象に開催している大会で、年齢にラウンド中の歩数に応じたハン

ディを加算した独自のハンディキャップ（ＰＧＳドリーム・エイジハンディキャップ）

を採用するなど、ゴルフと健康の保持増進を結びつけたユニークな競技である。 

中高年者は生活習慣病やメタボリック・シンドロームへの罹患率が高まる懸念がある

ことから、健康に対する意識が高いと言われている。そんな中高年者に支持されるゴル

フが、運動量の豊富なスポーツであることは、平成１８年に厚生労働省が発表した「健

康づくりのための運動指針 2006～生活習慣病予防のために～」で示されている。この

中で、身体活動量の目標として“週に※23 エクササイズの活発な身体活動を、その内４

エクササイズは活発な運動”を推奨しており、これを歩数に換算すると１日１万歩が目

標値であることが具体的に示された。また、同指針でゴルフは速歩、自転車と並ぶ活発

な運動（※４メッツ）に分類されており、ゴルフ場で１ラウンドを４時間でプレーした

場合、待ち時間やカート使用時間を除いた実質運動時間を２時間と想定すると、４メッ

ツ×２時間＝８エクササイズの身体活動量があると算定されている。これは、相当に大

きな値で、ゴルフの運動量の豊富さを再確認するとともに、定期的にゴルフをプレーす

ることで、生活習慣病の改善に大きな効果をもたらすことが期待できる数値である。 

こうした観点から、ゴルフと健康には密接な関係があるとの考えに基づき「ＰＧＳド

リーム・エイジゴルフ大会」を新設したが、これまでゴルフと健康に関する調査・研究

が少なかったことから、今回、ゴルフが健康に与える具体的な効果を立証すべく、静岡

理工科大学・富田准教授に調査を依頼した。 

※メッツは運動強度の単位。エクササイズは、運動強度（メッツ）×時間で算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

生涯スポーツと言われるゴルフの普及振興を事業目的に掲げ、国民の健康の保持増進、余暇活動の充

実等、豊かな国民生活の実現への寄与を目的に、1962 年（昭和 37 年）に｢関東パブリックゴルフ協会｣として

創立。1964 年（昭和 39 年）には全日本組織化し、｢日本パブリックゴルフ協会｣に改称した。1994 年（平成 6）

に社団法人格を取得し（主務官庁：通商産業省）「（社）日本パブリックゴルフ場事業協会」に団体名を変更。

2010 年（平成 22 年）3 月には内閣府よりスポーツ団体第１号として公益社団法人の認定を受け、同年 4 月

に元の「日本パブリックゴルフ協会」に復帰改称した。 

 公益目的事業の柱はアマチュアゴルファーを対象とした競技会の開催。日本最大級のアマチュアゴルファ

ーの祭典「パブリック選手権」をはじめ、「パブリックミッドアマ選手権」、「シニアパブリック選手権」には毎年

約２万人が参加。アンダーハンディ競技とあわせると、約４万人がＰＧＳ主催競技に参加している。 
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ゴルフのプレー頻度がゴルファーの健康や生活に及ぼす影響（結論） 

 

静岡理工科大学 富田寿人 

 

 

 中高年男性に人気の高いゴルフですが、ゴルフを一生懸命にプレーすると健

康にどんな効果があるのかを証明した研究は非常に少ないのが現状です。そこ

で、本調査の目的は、中高年者の体脂肪や血液検査項目そして日常生活の身体

活動量や健康意識にゴルフのプレー頻度がどんな効果を及ぼしているのかを調

査することでした。 

 対象者は愛知県内のパブリックゴルフ場（名古屋広幡ゴルフコース、森林公

園ゴルフ場、名古屋港ゴルフ倶楽部）の会員となっている中高年男性 64 名と静

岡県袋井市内に在住する中高年男性 12 名、合計 76 名でした。彼らの平均年齢

は 68.4 歳、平均身長 166.6cm、平均体重 64.2kg、平均腹囲 82.3cm でした。こ

の 76 名をゴルフのプレー頻度で 3つのグループに分けました。①ゴルフのプレ

ー習慣の無いグループ（15 名：ＮＧグループ）、②ゴルフ・ラウンドを月に 3回

までしかプレーしないグループ（26 名：ＭＧグループ）そして③ゴルフ・ラウ

ンドを月に 4回以上行うグループ（35 名：ＨＧグループ）です。 

 その結果、身長、体重、体脂肪量、筋肉量などの体格にはグループの間に差

がないことがわかりました。しかし、グラフのように総コレステロールは、Ｎ

Ｇグループの平均値 226.1mg/dl に対してＭＧグループ 204.2mg/dl，ＨＧグルー

プ 194.4mg/dl とゴルフをよくしている人達の方が低くなりました。また、ＬＤ

Ｌコレステロール（悪玉コレステロール）も、ＮＧグループの平均値が

149.7mg/dlに対してＨＧグループは118.5mg/dlと低い値になりました。さらに、

中性脂肪（トリグリセリド）でも同じような結果が得られました。 

 つまりこの結果は、高頻度でゴルフをプレーしている人達は血液中の脂質が

良い値を示しており、動脈硬化を引き起こしにくく、ひいては脳血管疾患や心
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疾患になりにくいことを示しています。 

 また、全員の 1週間の身体活動量を測定し、1日あたりの活動量にして比較し

てみると、1日の歩数は平均でＮＧグループ 7703 歩に対して、ＭＧグループ 9582

歩，ＨＧグループ 9099 歩と高い数値でした。年齢的なことを考えても、ゴルフ

をする人達が日頃からよく歩いていることがわかりました。また、歩数が多い

ためか、1日の運動量や活動時間も同じような結果を示しています。 

 

なかでも注目したいのは、1日あたりの速歩運動の時間です。ＭＧ，ＨＧグル

ープの人達は 1日の中で速歩きに相当するような運動を 30分弱していることが

わかったのです。つまり、ゴルフをよくする人達は毎日たくさん歩くだけでな

く、速足で歩いているか、それに相当する強めの運動をしているということで

す。その結果、1週間の運動量は相当な量に達するため、内臓脂肪を確実に減少

させ、メタボリック・シンドロームの予防・改善ができると思われます。さら

に、このような運動の強さは心臓や肺に適度な刺激を与えるため、健康づくり

にも最適と言えるでしょう。 

 

 本調査から、ゴルフを習慣的に行う中高年の方々は、健康意識が高く、日常

の生活の中でも１日一万歩を概ね達成しており、週あたりの運動量も高いレベ

ルにあることが明らかとなりました。これは、ゴルフをプレーしていることが

引き金となって、日常の生活改善や健康意識の改革が行われているためと思わ

れます。 

また、ゴルフをよくプレーする人達の総コレステロールやＬＤＬコレステロ

ールの値は、ゴルフ習慣を持たない人達に比べ明らかに低い値を示したことか

ら、ゴルフ習慣を持つことは、動脈硬化を予防し、脳血管疾患や心疾患の発症

率を低下させることに有効であると思われます。 

さらにこの効果を高めるためには、健康的な生活をしていることを基本とし

て、ラウンドする時はカートに乗らず歩いてプレーすることが大切です。これ

によって、メタボリック・シンドロームや生活習慣病の予防・改善、そして体

力低下の予防・改善ができると考えます。 

  

表．　グループごとの日常の身体活動量の平均値

運動量 総消費量 歩行数 活動時間 歩行運動 速歩運動
kcal kcal 歩／日 分 分 分

ＮＧ 201 1828 7703 81 61 19
ＭＧ 264 1866 9582 98 68 29
ＨＧ 237 1848 9099 95 68 26
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公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

平成２２年度 調査・研究事業報告書 

 

 

 

 

「ゴルフのプレー頻度が 

ゴルファーの健康や生活に及ぼす影響」 

（詳細報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託者： 公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

受託者： 学校法人静岡理工科大学 准教授 富田寿人 
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目的 

 本調査はゴルフのプレー頻度が異なる 60 歳以上の被験者を対象に、血液検査、日々

の身体活動量、身体組成等を調査し、ゴルフが健康の保持増進に結びつく効果を明らか

にすることが目的である。 

 

被験者の選定 

 被験者は 60 歳以上とし、日頃からゴルフ習慣がある男性 64 名と運動習慣が無い男性

12 名の合計 76 名を選定した。 

 

調査方法 

１．グルーピング 

 被験者 76 名を 3グループに分け、各調査から得たグループごとの平均データを比較・

分析した。グルーピングの条件は、ゴルフ習慣が無いＮＧグループ（Non Golfer）、ゴ

ルフを月に 3 回までプレーするＭＧグループ（Middle Frequency Golfer）、ゴルフを月

に 4回以上プレーする、またはラウンドは月に 2～3回であるが練習場に月 10 回以上通

うＨＧグループ（High Frequency Golfer）とした。 

 

２．調査項目 

（１） 血液検査 

（２） 身体活動量測定 

株式会社スズケンの生活習慣記録機「ライフコーダ」を被験者の腰に装着し、

１週間の身体活動量を測定した。 

「ライフコーダ」とは、毎日の歩数や運動強度等をより正確に捉えられる生活

習慣記録機であり、一般的には歩数計と認知されやすい機器であるが、医療業

界では糖尿病患者等を対象に医師が活用する活動量計である。 

（３） 身体計測 

被験者の身長、体重、胸囲、体脂肪率等を計測。 

（４） アンケート調査 

主に健康意識とゴルフ頻度について調査。 

 

３．統計処理 

アンケート以外の測定値については、平均および標準偏差を求め、グループ間の平均

値の差の検定については、ｔ－検定を用いて有意性を判定した。有意水準は危険率 5％

以下（p<0.05）とした。アンケート調査については、回答数と回答率を求めた。 
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結果および考察 

１．血液検査結果 

 表１．の総コレステロール、LDL コレステロール、中性脂肪は血液中の脂質量を示す

項目であり、特に LDL コレステロールや中性脂肪が基準値を上回る状態が続くと動脈硬

化が促進され、脳卒中や心筋梗塞などを引き起こす危険因子と言われている。 

 基準値 120～220mg/dl の総コレステロールにおいては、ゴルフ習慣が無いＮＧグルー

プは平均値 226.1mg/dl を示したのに対して、ゴルフ習慣がある他２グループはＭＧグ

ループが 204.2mg/dl、ＨＧグループが 194.4mg/dl と共に基準範囲の数値であった。 

また、悪玉コレステロールと呼ばれる LDL コレステロールや中性脂肪の値も同様に、

ゴルフ頻度が高いグループほど低い数値を示す結果となった。 

 この結果から、高頻度でゴルフをプレーすると血中脂質が改善され、動脈硬化を引き

起こしにくいと予測できる。従って習慣的にゴルフをプレーすると、脳血管疾患や心疾

患の予防に効果的だと考えられる。 

表１．グループごとの血液生化学検査結果（平均値）

総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 中性脂肪
mg/dl mg/dl mg/dl

226.1 149.7 135.7

204.2 123.0 124.7

194.4 118.5 106.9ＨＧ

ＭＧ

ＮＧ

 

 

 

２．身体活動量の調査結果 

 １日の平均歩数はＮＧグループが 7,703 歩に対してＭＧグループは 9,582 歩、ＨＧグ

ループは 9,099 歩と、ゴルフ習慣がある 2グループは厚生労働省が示した１日１万歩の

目標値に近い数値を示した。 

 澁谷ら 1）は老人福祉センターに通う人を対象に 1 日の歩数を調査したところ、70

歳以上では男性 8,075 歩、女性 7,902 歩であると発表した。また、平成 9年の国民栄養
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調査 2）では、成人男性で 8,202 歩、女性で 7,282 歩（70 歳以上では男性 5,436 歩、女

性 4,606 歩）が日本人の歩行の現状であり、1 日 1万歩以上を達成している割合は成人

男性で 29.2％、女性で 21.8％であると報告した。一方、2000 年に策定された “健康

日本 21”3）では、国民の生活習慣病の予防および健康づくりを推進するため、日本にお

ける歩行の現状を踏まえて国民の1日の歩数を1,000歩から1,300歩増やすことを目標

に掲げた。 

以上の報告を踏まえると、1 日に約 9,000 歩から 9,500 歩を達成しているＭＧグルー

プ及びＨＧグループの被験者は、この目標値を達成しており、適度な歩行運動を日常的

に行っていることが分かる。 

 

表２．グループごとの身体活動量（平均値）

歩数 運動量 歩行運動 速歩運動
歩/日 Kcal/日 分/日 分/日

7,703 201 60.9 19.3

9,582 264 68.0 28.8

9,099 237 67.9 25.8ＨＧ

ＭＧ

ＮＧ

 

 

表２．で注目したのは、１日あたりの速歩運動の時間である。ＭＧグループ及びＨＧ

グループは、ゴルフ習慣が無いＮＧグループより速歩運動/日の時間が長く、１日で 30

分弱、つまり週に約 3時間は 4 メッツ相当の運動強度があると言われる速歩運動を行っ

ていた。これは 4（メッツ）×3（時間）の計算で週 12 エクササイズの活発な運動をし

ており、“健康づくりのための運動指針 2006” 4）が示す「週に 4 エクササイズは活発な

運動を！」の 3倍に相当する運動量だ。 

また、運動指針の中では内臓脂肪を減少させるためには、週に 10 エクササイズ程度

かそれ以上の運動量が必要であり、この運動量を維持すると食事の量が一定であれば月

に 1％から 2％程度の内臓脂肪を減らすことができると報告した。さらに 4 メッツ以上

の高い運動強度を維持すると呼吸循環系に適度な刺激を与え、健康づくりに非常に重要

であると考えられている。 
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３．身体計測結果とメタボリック・シンドローム診断基準 

 表３．の通り、肥満度を示すと言われている腹囲、体脂肪率、脂肪量及びＢＭＩ注1）

は、各グループとも年齢的に判断して標準の範囲にあり、グループ間に有意な差は示さ

れなかった。 

 

表３．グループごとの身体計測結果（平均値）

年齢 身長 体重 腹囲 体脂肪率 脂肪量 ＢＭＩ
歳 ㎝ ㎏ ㎝ ％ ㎏

67.1 167.9 65.0 81.6 21.0 13.8 23.1

68.9 166.1 64.0 82.0 19.9 12.8 23.2

68.7 166.3 63.9 82.8 19.3 12.6 23.2ＨＧ

ＭＧ

ＮＧ

 

 メタボリック・シンドロームの診断基準は胸囲が男性 85 ㎝以上、女性 90 ㎝以上に該

当し、加えて①高血糖（空腹時血統値 110mg/dl 以上）、②血中脂質異常（中性脂肪

150mg/dl以上またはHDLコレステロール値40mg/dl以上）、③高血圧（最高血圧130mg/dl

以上または最低血圧 85mg/dl 以上）の①～③のうち、2項目以上に該当する場合にメタ

ボリック・シンドロームと診断され、1項目に該当する場合はメタボ予備軍に分類され

る。 

 

 【メタボリック・シンドローム診断基準】 

 

 

                       ＋ 下記２項目以上がメタボ 

                            １項目がメタボ予備軍 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

注 1）Body Mass Index の略で、肥満度を表す指数。体重(kg)÷（身長(m)× 身長(m)）で
求められ、日本肥満学会では 22 を標準、25 以上を肥満としている。 

内臓脂肪型肥満 

 胸囲  男性 85 ㎝以上 

     女性 90 ㎝以上 

（内臓脂肪面積 100 平方㎝以上に相当） 

①高血糖 

空腹時血糖値 110mg/dl 以上 

②血中脂質異常 

中性脂肪 150mg/dl 以上、 

又は HDL コレステロール値

40mg/dl 以上 

③高血圧 

最高血圧 130mg/dl 以上、 

又は最低血圧 85mg/dl 以上 
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４．アンケート調査結果 

 一般的にはメタボ対策として、運動のみで体重を落とすよりも食事制限も併せて取り

組んだほうが、体重の減少がしやすく内臓脂肪の減少にも繋がると言われている。 

表４．の健康作りに関する意識調査を実施すると、ＮＧグループの「食生活に注意す

る」47％に対してＨＧグループは同 66％を示し、「運動をする」の項目ではゴルフ習慣

があるＭＧグループ、ＨＧグループは共に 60％以上の回答率だがＮＧグループは 27％

であった。 

さらに表５．の「普段の生活から身体をよく動かすか」では、ゴルフ頻度が高いＨＧ

グループほど「動かす」、「どちらかといえば動かす」と回答した被験者が多い（回答率

82％）という結果を得た。（ＮＧグループ 46％、ＭＧグループ 62％） 

表４．健康作りに関する意識調査（回答率）
複数回答可

ＮＧ ＭＧ ＨＧ

食生活に注意する 47% 50% 66%

運動をする 27% 65% 60%

休養をとる 33% 38% 37%

気分転換する 27% 27% 20%

特になし 13% 12% 6%

無回答 20% 12% 9%

 

表５．普段の生活から身体をよく動かすか（回答率）

ＮＧ ＭＧ ＨＧ

動かす
どちらかといえば動かす

どちらともいえない 20% 19% 20%

どちらかといえば動かさない
動かさない

無回答 7% 8% 3%

6%12%27%

82%62%46%

 

 ゴルフ習慣があるＭＧグループ、ＨＧグループは身体を動かすために普段からゴルフ

練習場に通う人も多く、表６．と表７の通りＨＧグループでは、ほぼ毎日練習場へ通う

被験者（30 回/月）がいれば、練習場で 600 球/日を打ち込むと回答した人もいた。 

表６．１ヶ月の練習回数 表７．練習場での平均打数

打数（球） ＭＧ ＨＧ

回数 回答率 回数 回答率 100以内 19% 6%

０～３回 70% ０～３回 29% 101～200 12% 41%
４～５回 19% ４～５回 12% 201～300 23% 15%
無回答 12% ６～９回 23% 301～400 8% 14%

１０～１９回 21% 401～500 0% 3%
２０～２９回 11% 501～600 0% 3%
３０回以上 3% 無回答 38% 19%

無回答 1%

ＨＧＭＧ
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 北川ら 5）は、スイング動作による消費カロリーをドライバーでの 1 スイングにつき

1.19kcal、5 番アイアンでは同 1.11kcal であると報告している。また、健康づくりの

運動指針 2006 では、1ヶ月で 1 ㎝の腹囲を減少させるためには、1日当たり約 230kcal

が必要であると発表した。 

これらのデータを踏まえると、練習場で 200 スイングした場合、約 200kcal 強のエネ

ルギー量を消費したと言えるため、ゴルフ場でのプレーだけでなく、練習場でも十分な

運動を図れるゴルフはメタボ対策に最適なスポーツの 1つだと考えられる。 

 

５．ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会 

表８．平成21年度ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会　開催実績

参加人数

（名）

紫カントリークラブ　あやめコース 4月1日 40 14,947 19,503
八千代ゴルフクラブ 4月30日 52 16,357 20,250
千葉よみうりカントリークラブ 5月7日 132 13,620 24,686
那須野ヶ原カントリークラブ 5月31日 17 14,927 18,731
セントレジャーゴルフクラブ市原 6月18日 49 ― 20,237
新潟サンライズゴルフコース 7月2日 25 14,495 19,387
津軽高原ゴルフ場 7月14日 9 13,723 15,796
丘の公園清里ゴルフコース 7月16日 24 ― 18,953
千葉よみうりカントリークラブ（団体戦） 9月15日 69 13,694 23,063
千葉よみうりカントリークラブ 10月27日 73 15,702 23,150
名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース） 4月24日 45 14,788 18,812
アリジカントリークラブ　花垣コース 6月2日 22 13,594 17,239
名古屋広幡ゴルフコース 6月15日 33 14,004 18,437
グランシエロゴルフ倶楽部 6月19日 17 14,297 18,634
小杉カントリークラブ 9月14日 32 14,783 20,369
正眼寺カントリークラブ 9月15日 46 ― 16,662
森林公園ゴルフ場 9月24日 22 14,947 19,397
森林公園ゴルフ場 10月20日 53 15,698 20,789
グランドオークプレイヤーズコース 4月27日 39 13,552 23,573
北神戸ゴルフ場 5月1日 20 17,590 24,122
よみうりゴルフ ウエストコース 5月8日 65 14,732 21,744
京阪ゴルフ倶楽部 5月20日 67 11,903 14,312
奥津ゴルフ倶楽部 5月27日 8 13,021 17,302
西神戸ゴルフ場 5月29日 16 15,651 17,505
マーメイド福山ゴルフクラブ 6月2日 18 ― 13,668
大阪パブリックゴルフ場 6月29日 42 11,327 16,775
青野運動公苑アオノゴルフコース 7月1日 41 ― 18,069
青野運動公苑アオノゴルフコース 9月2日 15 11,611 15,038
西宮北ゴルフコース 9月2日 20 ― 19,147
グランドオークプレイヤーズコース 9月14日 21 11,785 15,436
水島ゴルフリンクス 9月21日 8 13,033 16,374
グランドオークプレイヤーズコース 11月10日 55 15,233 22,297

計 1195 （平均）14 , 192歩

平均歩数（歩） 最多歩数（歩）

東
日
本

中
部
日
本

西
日
本

地区 開催コース 開催日
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表９．平成22年度ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会　開催実績

参加人数

（名）

八千代ゴルフクラブ 4月28日 21 18,276 21,978
千葉よみうりカントリークラブ（Ａクラス） 41 13,832 20,465
　　　　　　　　同　　 　　　　　（Ｂクラス） 82 13,727 22,236
篠ノ井ゴルフパーク：ウィーゴ 5月27日 12 13,847 17,297
紫カントリークラブ　あやめコース 6月1日 15 ― 17,314
セントレジャーゴルフクラブ市原 6月15日 27 11,101 16,613
古河ゴルフリンクス 6月17日 17 ― 20,170
津軽高原ゴルフ場 7月20日 14 13,145 17,837
千葉よみうりカントリークラブ（団体戦） 9月14日 51 14,553 24,052
八千代ゴルフクラブ 10月28日 44 17,420 22,447
名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース） 4月27日 24 17,320 20,875
グランシエロゴルフ倶楽部 5月14日 12 13,742 18,206
アリジカントリークラブ　花垣コース 6月2日 8 ― 16,266
名古屋広幡ゴルフコース 6月17日 28 16,082 21,698
小杉カントリークラブ 9月13日 9 14,824 19,917
正眼寺カントリークラブ 9月14日 24 14,865 17,454
森林公園ゴルフ場 9月29日 9 14,178 18,709
名古屋広幡ゴルフコース 10月29日 25 18,022 19,782

宜野座カントリークラブ 4月23日 22 10,756 14,126
よみうりゴルフ ウエストコース 5月14日 37 15,677 23,608
マーメイド福山ゴルフクラブ 6月1日 13 10,908 14,579
西神戸ゴルフ場 6月3日 26 14,403 18,787
コート・ベール徳島ゴルフクラブ 6月7日 23 13,369 20,728
青野運動公苑アオノゴルフコース 7月7日 12 11,804 14,962
北神戸ゴルフ場 9月7日 11 18,965 23,870
北神戸ゴルフ場 11月12日 30 18,466 24,647

計 637 （平均）14,751

最多歩数（歩）

東
日
本

5月11日

中
部
日
本

西
日
本

地区 開催コース 開催日 平均歩数（歩）

 ゴルフ場での1ラウンドに要する歩数について、平松ら6）は平均13,000歩から15,000

歩、北井ら 7）は約 14,000 歩から 18,000 歩と報告した。参加者の年齢と歩数によってハ

ンディキャップが決まる「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会」でも表 8.と表 9.の通

り、過去 2 年の開催実績では平均 14,000 歩以上を記録し、ゴルフ場でラウンドする際

の歩数は約 15,000 歩前後で、ほぼ一致した。 

この平均歩数で速歩を継続した場合、時間にして 1 時間 30 分以上をかけないと達成

できない数値であり、体格によって異なるものの少なく見積もっても 500kcal の消費カ

ロリーに相当するものと思われる。そこにスイング動作、コースのアップダウン等の要

素を加えた消費カロリーは 1ラウンドで 700～800kcal ほどあるものと推測される。 

 この消費カロリーは、成人男性が 2時間程度の軽めのジョギングを行った場合に相当

するものであり、歩いてラウンドすることの有効性を裏付けるデータである。 
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まとめ 

 アンケート結果並びに身体活動量調査では、ゴルフを習慣的に行う中高年者、その中

でも特に高頻度でゴルフ場にてラウンドし、定期的に練習を行っている人達は食習慣の

改善や運動実施などの健康意識が高く、さらに日常の生活の中でも 1 日 1万歩を概ね達

成しているため、週あたりの活発な運動量も高いレベルにあることが明らかとなった。 

一方の血液検査では、ゴルフを高頻度で行う人達の総コレステロールや LDL コレステ

ロールの値は、ゴルフ習慣を持たない人達に比べ有意に低い値を示した。従って、ゴル

フ習慣を持つことは動脈硬化を予防し、脳血管疾患や心疾患の発症率を低下させること

に有効であることが推察される。 

健康的な生活をしていることを基本とした場合、ゴルフを習慣的に楽しむこと、並び

にラウンドする時はカートに乗らず歩いてプレーすることは、呼吸循環系に適切な運動

刺激を与え、消費カロリーを増大させることができ、メタボリック・シンドロームや生

活習慣病の予防・改善に効果的だと考えられる。 
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